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菊井徹平、２階級制覇へ日本バンタム級タイトル挑戦決定！
　前日本スーパーフライ級チャンピオン・菊井徹平（２８歳＝２７戦２１勝４ＫＯ６敗）が１１月２３日（金=祝)、神戸ファッションマート特

設リングで三谷将之選手（高砂=２３歳＝２２戦２０勝１０ＫＯ２敗）が持つ日本バンタム級タイトルに挑戦する事が決まった。

　ジム初の日本タイトル２階級制覇挑戦となる菊井は「この頂いたチャンスを絶対に物にして世界再挑戦へ繋げたい！」とコメント。

　現在、菊井は９月２４日、WBA世界スーパーフライ級王座に挑戦する相澤国之選手(三迫)との約４０Ｒに及ぶスパーリングで早く

も実戦感覚を取り戻している。世界バンタム級のWBA７位、WBC15位の位置につけている三谷選手を下せば、日本タイトルと世界

ランクが奪回できるという菊井にとってメリット十分の一戦。敵地（神戸）での挑戦となるが、ここは世界戦（7/13=ﾒｷｼｺ=WBC世界ｽ

ｰﾊﾟｰﾌﾗｲ級ﾀｲﾄﾙ挑戦）の経験を生かした菊井ボクシングに期待したい。　　※ｽｰﾊﾟｰﾌﾗｲ級=52.1kg  ﾊﾞﾝﾀﾑ級=53.5kg

木村章司、福島 仕が目前の重要試合へ向け最終追い込み！
　１０月８日に無敗ホープの日本スーパーバンタム級６位・三浦数馬選手（ドリーム）と対戦する日本スーパーバンタム級１位（元日

本同級チャンピオン）・木村章司と１０月１５日に日本スーパーバンタム級３位・瀬藤幹人選手（協栄）と対戦する日本バンタム級４

位（元OPBF東洋太平洋、日本ｽｰﾊﾟｰﾊﾞﾝﾀﾑ級チャンピオン）・福島   仕がともに最終の追い込みに入った。木村と福島はここまで

互いに数多くのスパーリングを重ね合い練習密度は万全。両者ともに重要なサバイバルマッチでの勝利を狙う！

日本女子王者・猪﨑かずみ、11月10日に東洋王者と対戦！
   日本女子フライ級チャンピオン・猪﨑かずみ（鴨居）が１１月１０日(土)新宿ＦＡＣＥで東洋女子フライ級チャンピオン・ツナミ選手

（山木）とノンタイトル８回戦で対戦することが決まった。ツナミ選手は連続ＫＯ勝利中の右パンチャーだが、ここはキャリア、テクニ

ックで上回る猪﨑がチャンピオン対決となった日本女子ボクシング界最高のカードを制してもらいたい。

◆試合結果（07年９月17日迄） 和田、B級トーナメント決勝進出！　鎌田、Ａ級昇格！
日付・場所 試合名・階級 選手名 結果 対戦相手

  8月  6日（月）後楽園 Ｂ級ﾄｰﾅﾒﾝﾄ準決勝  和田 直樹  ○５回判定勝ち  七島 一善（京浜川崎）

・ジム史上６人目のB級優勝狙う和田。３回から積極的に仕掛け、最終回には連打で相手をダウン寸前に追い込み3-0の判定勝ちで決勝進出！７勝１ＫＯ３敗

  8月  8日（水）後楽園 ６回戦・フェザー級  鎌田 剛幸  ○６回判定勝ち  竹内 佑典（ﾌｧﾐﾘｰﾌｫｰﾗﾑ） 

・勝てばＡ級昇格が決まる鎌田。相手にかき回される場面もあったが、３回からヒットアンドアウェーで左をヒットさせ3-0の判定勝ち！７勝１ＫＯ３敗３分

  9月  5日（水）横浜 ６回戦・バンタム級  田村   啓  ●６回負傷判定負  名取 耕平（大橋）

・こちらもＡ級王手の田村。やや劣勢の中で迎えた最終回早々に偶然負った左目上のカットが大きく続行不能、0-3の負傷判定を失う。５勝２ＫＯ１１敗１分

  9月  8日（土）後楽園 ４回戦・フライ級  中野 敬太  △４回引き分け  大河原博之（ワタナベ）

・Ｂ級昇格王手を狙う中野。初回上々のスタートも２、３回と手数が止まり気味。最終回に攻勢をかけるも判定は1-0で規定に達せずドロー。２勝１敗２分

  9月 17日（月）後楽園 ８回戦・60.8ｋｇ契約   トム長岡  ●８回判定負け  松崎 博保（協栄） 日本SFe３位

・雪辱戦の長岡。初回好スタートも２回以降、相手の下から上へ返す攻めに苦しむ。終始前へ出ていたが攻めきれず0-3の判定負け。８勝４ＫＯ４敗１分

◇試合予定　　12/3 田畑、初の日本ランカー（原口清一選手=日本フライ級１１位）挑戦決定！
日付 場所 選手名 戦績 ラウンド クラス等

  ９月２４日（月=祝）   後楽園ホール  山形 英輝 　1戦１敗   ４回戦  フェザー級

１０月  ８日（月=祝）   後楽園ホール  木村 章司  ２３戦２０勝７ＫＯ２敗１分  １０回戦  ５６．０ｋｇ契約（日本６位と対戦）

１０月１５日（月）   後楽園ホール  福島   仕  ４０戦３０勝１９ＫＯ７敗３分  １０回戦  Ｓバンタム級（日本３位と対戦）

１０月２４日（水）   後楽園ホール  入江 一幸  １１戦８勝２敗1分   ８回戦  スーパーフェザー級

１０月２５日（木）   パシフィコ横浜  伊藤 圭太 １０戦４勝１ＫＯ５敗１分    ６回戦  スーパーバンタム級

同 同  中川 健司   ８戦５勝２ＫＯ２敗１分   ６回戦  フェザー級

同 同  入江 一哉   ５戦３勝２ＫＯ２敗   ４回戦 スーパーバンタム級

１０月３０日（火）   後楽園ホール  和田 直樹  １０戦７勝１ＫＯ３敗   ６回戦  Ｂ級トーナメント決勝（Ｗ級）

１１月　１日（木）   後楽園ホール  今関 佑介 　４戦1勝３敗   ４回戦  スーパーバンタム級

１１月１８日（日）   大森ゴールドジム  勝沼 祐介 　1戦１敗   ４回戦  スーパーライト級

１１月２３日（金=祝）   神戸ﾌｧｯｼｮﾝﾏｰﾄ  菊井 徹平  ２７戦２１勝４ＫＯ６敗  １０回戦  日本バンタム級タイトルマッチ

１２月　３日（月）   後楽園ホール  田畑 光輝  １３戦７勝３敗３分   ８回戦  ６２．５ｋｇ契約（日本11位と対戦）
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